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日本歯科大学附属病院口腔外科

澁井 武夫

令和 ４ 年度
「歯科医療関係者感染症予防講習会」

COVID-19に関する基礎知識

呼称の確認

疾患名 ：新型コロナウイルス感染症

ウイルス名：新型コロナウイルス

日
本

疾患名 ：COVID-19
（コビット-ナインティーン）

ウイルス名：SARS-CoV-2
（サーズ-コブ-ツー）

世
界

CoV ＝ Corona Virus
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コロナウイルスの分類

コロナウイルスの分類

重症急性呼吸器症候群
Severe Acute Respiratory Syndrome
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中東呼吸器症候群
Middle East Respiratory Syndrome

コロナウイルスの分類

ヒトに感染する７番目
SARS-CoVと遺伝子レベルで約80%一致

コロナウイルスの分類

重症急性呼吸器症候群
Severe Acute Respiratory Syndrome

coronavirus induced disease 2019 COVID-19
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変異株に関して

文字 α β γ δ

・・・

Ο
WHO呼称

読み アルファ ベータ ガンマ デルタ オミクロン

時期 2020年9月 2020年5月 2021年11月 2020年10月 2021年11月

報告地域 イギリス 南アフリカ ブラジル インド 南アフリカなど 旧 WHO呼称

B.1.1.7系統 B.1.351系統 P.1系統 B.1.617.2系統 ・・・
B.1.1.529系統

BA.1
BA.2などを含む

Pango系統

変異株の発生動向の監視に関して

変異株のリスク分析・評価を行い、変異株を区分

・懸念される変異株（Variant of Concern：VOC）

・注目すべき変異株（Variant of Interest：VOI）

・監視下の変異株 （Variants under Monitoring：VUM）
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変異株の発生動向の監視に関して

変異株の発生動向の監視に関して
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現在までの国内の感染者数は？

•日本では、これまでに21,301,280人が
COVID-19と診断

•全人口の 約16.9%に相当

※ 感染していても症状が現れず医療機関を受診しない人などが
いるため、必ずしも感染した人すべてを表す人数ではありません。

2022年10月1日 時点

厚生労働省 （2022年10月版）新型コロナウイルス感染症の“いま”に関する11の知識 より

COVID-19と診断された人の重症化の割合は？

重症化した割合(2022年3−4月）

• 50歳代以下で0.03%

• 60歳代以上で1.50%

厚生労働省 （2022年10月版）新型コロナウイルス感染症の“いま”に関する11の知識 より
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COVID-19と診断された人の死亡の割合は？

死亡した割合 (2022年3−4月）

• 50歳代以下で0.01%

• 60歳代以上で1.13%

厚生労働省 （2022年10月版）新型コロナウイルス感染症の“いま”に関する11の知識 より

重症化しやすい人は？

・高齢者と基礎疾患のある方、 一部の妊娠後期の方

厚生労働省 （2022年10月版）新型コロナウイルス感染症の“いま”に関する11の知識 より

・重症となる基礎疾患

慢性閉塞性肺疾患(COPD)、慢性腎臓病、糖尿病、高
血圧、 心血管疾患、肥満、喫煙者
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新型コロナウイルス感染症の罹患後症状
Long COVID,

Post-Acute COVID-19 Syndrome(PACS)

・疲労･倦怠感

・関節痛

・筋肉痛

・咳

・喀痰

・息切れ

・胸痛

・脱毛

・記憶障害

・集中力低下

・頭痛

・抑うつ

・嗅覚障害

・味覚障害

・動悸

・下痢

・腹痛

・睡眠障害

・筋力低下

厚生労働省 （新型コロナウイルス感染症(COVID-19)診療の手引き 別冊 罹患後症状のマネジメント 第 2.0 版より

•感染した組織(特に肺) への直接的な障害

•微量なウイルスによる持続感染

•感染後の免疫調節不全による炎症の進行

•血液凝固能亢進と血栓症による血管損傷・虚血

•感染によるレニン・アンジオテンシン系の調節不全

など

罹患後症状の要因
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新型コロナウイルス感染症の罹患後症状
（いわゆる後遺症）

厚生労働省 （新型コロナウイルス感染症(COVID-19)診療の手引き 別冊 罹患後症状のマネジメント 第 2.0 版より

ワクチンの接種状況は？
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ワクチンの有効性は？

・初回免疫によるオミクロン株感染に対する感染予防
効果や発症予防効果は著しく低下します。

厚生労働省 （2022年10月版）新型コロナウイルス感染症の“いま”に関する11の知識 より

・入院予防効果については、半年間は一定程度保たれ
ているものの、その後50%以下に低下することが報
告されています。

・オミクロン株対応ワクチンによる追加接種は、オミ
クロン株に対して、従来型ワクチンを上回る重症化予
防効果や、短い期間である可能性はあるものの、発症
予防効果や感染予防効果が期待されています。また、
今後の変異株に対しても有効である可能性がより高い
と期待されています。
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感染を疑う症状がでた場合は？
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厚生労働省HPより https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html
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COVID-19，インフルエンザ同時流行となった場合の外来診療フローチャート
日本感染症学会 2022年10月20日

現在の治療方法は？

厚生労働省 （2022年10月版）新型コロナウイルス感染症の“いま”に関する11の知識 より

国内で承認され、使用可能な薬剤

・レムデシビル (ベクルリー®)
・モルヌピラビル (ラゲブリオ® )
・ニルマトレルビル/リトナビル (パキロビッド
® )
・ソトロビマブ (ゼビュディ®)
・カシリビマブ/イムデビマブ (ロナプリーブ®)
・チキサゲビマブ/シルガビマブ (エバシェル
ド® )
・デキサメタゾン
・バリシチニブ (オルミエント®)
・トシリズマブ (アクテムラ®)
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まとめ

•感染の主体はオミクロン株となっており重症
化している割合は以前と比べ低下している。

•SARS-CoV-2感染は収束しておらず、この
冬はインフルエンザウイルスとの同時流行も
懸念されている。

•罹患後症状（いわゆる後遺症）に悩まされて
いる方も多く、その治療法に関しても確立し
ていない。


